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(57)【要約】
　機器から延在するコードをガイドするための装置。本
発明は、衣類ケア機器の使用の間、該機器から下向きに
垂れ下がる該機器のコードをガイドするための装置に関
する。該装置は、該衣類ケア機器のコードを滑動可能に
受容する通路を持つガイド管と、該機器が使用されてい
る高さの近くに又は該高さよりも下に該ガイド管が位置
するよう該ガイド管を支持部に装着するための装着部と
、を有する。該装置に向かう及び該装置から離れる該機
器の動きの間、該ガイド管を通って該ガイド管の下に垂
れ下がる該コードの下部は、該機器と該ガイド管との間
に延在する該コードの上部を、略真っ直ぐな又は張られ
た状態のまま保つ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドヘルド型衣類処置機器の使用の間、前記機器から下向きに垂れ下がる該機器のコ
ードをガイドするための装置であって、前記装置は、前記衣類処置機器のコードを滑動可
能に受容する通路を持つガイド管と、前記機器が使用されている高さの近くに又は該高さ
よりも下に前記ガイド管が位置するよう前記ガイド管を支持部に装着するための装着部と
、を有し、前記ガイド管を通り前記ガイド管の下に垂れ下がるコードが、前記機器と前記
ガイド管との間に延在する前記コードの上部が、前記装置に向かう及び前記装置から離れ
る前記機器の動きの間、略真っ直ぐな又は張られた状態のまま保たれるよう構成された、
装置。
【請求項２】
　前記ガイド管は、前記装着部に枢動可能に装着された、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ガイド管は、コードを滑動可能に受容するように延在する略円筒形の開口を持つ、
請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記ガイド管は、スロットであって、前記スロットを通した前記ガイド管へのコードの
挿入を可能とするよう長さ方向に延在するスロットを持つ、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ガイド管は、前記スロットを通した前記ガイド管へのコードの挿入を容易化するた
め、弾力的に変形可能な材料から形成された、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記開口は、一方の端又は両端において外向きに広げられた、請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記装着部は、解放可能なクランプを有する、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項８】
　前記解放可能なクランプは、上部と、枢動ピンのまわりに前記上部に枢動可能に装着さ
れた下方レバー部と、を有する、ばね付勢されたレバーを有し、前記下方レバー部を前記
上部に向かう方向に付勢する捩りばねが、前記枢動ピンに装着された、請求項７に記載の
装置。
【請求項９】
　前記衣類処置機器はアイロンであり、前記支持部はアイロン台であり、前記装置は、前
記アイロン台の端部に装着可能であり、前記ガイド管が、略前記端部に亘って延在するよ
う、前記装着部が較正された、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装着部は、衣類がアイロンがけされるべき面に隣接するアイロン台の端部に装着可
能な滑動レールを含み、前記ガイド管は、前記滑動レールと協働して前記端部に沿った横
方向における前記ガイド管の動きを可能とする、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記滑動レールは、アイロン台の端部に枢動可能に装着され、動作位置と収容位置との
間で回転可能とされた、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記装着部は、処置されている衣類の近傍において直立柱に前記装置が装着可能となる
よう構成された、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装着部は、前記柱の長軸のまわりに回転可能となるよう構成された、請求項１２に
記載の装置。
【請求項１４】
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　前記衣類処置機器は、基部と、衣類支持台と、処置される衣類に対して蒸気を噴出する
ためのノズルと、を持つハンドヘルド型スチーマであり、前記ノズルは、柔軟なホースを
介して前記基部に接続され、前記装置は、前記装着部が前記衣類支持台に装着され、前記
ガイド管が前記ホースの動きをガイドするよう前記柔軟なホースを受容するよう構成され
た、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイロンのような、衣服ケア機器から延在するコードの動きをガイドするた
めの装置に関する。更に詳細には、本発明は、衣服ケア機器が使用中である間に、該機器
から懸架されたコードの動きをガイド又は制御するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アイロン台に置かれた衣類からしわを取り除くための電気アイロンを利用することは、
一般的である。多くの例において、アイロンは自由端にプラグを備えた電気コードを持ち
、該プラグはアイロンの加熱要素に電力を供給するため家庭用の電気コンセントに差し込
まれる。アイロンがけが行われるアイロン台の表面は通常、コードが電気コンセントに差
し込まれる点よりも上に位置し、それ故コードはアイロンの後ろを引きずられ、コンセン
トに向けてアイロン台の端から自由に垂れ下がる。
【０００３】
　アイロン台に置かれた衣類の上でアイロンを動かすときに、コードがユーザの邪魔にな
ることは一般的である。更に、コードがアイロン台の端から垂れ下がるとき、アイロンを
前後に動かしている間、該端から吊り下がる衣類に干渉し擦ってしまうことが多い。この
動きは、布を引っ張ってしまい布にしわをもたらし、アイロンがけ工程を困難で時間を浪
費するものとしてしまう。このことはまた、布及びコードをともに摩耗させてしまう。更
に、前方即ちアイロン台の上でコードを引き上げる方向へとアイロンを衣類上で動かすこ
とは、板上にある衣類の上でコードを引きずることになるが、コードは常にアイロンの戻
りストロークによって戻るわけではなく、留まるか又は曲がりアイロンがけされた布の上
又は板の面の上に置かれたままとなり得る。このことは、ユーザがアイロンを板から持ち
上げ、コードの位置を直し、板の面から重みで下すようにしなければならないため、ユー
ザにとって不快なものとなり得る。このことはまた、コードとアイロンの熱い底板との間
で不用意な接触が生じ、修理不可能な損傷を引き起こし危険なものとなり得るという可能
性をも増大させる。
【０００４】
　アイロン台の上に延在するコードが通るループ又は開口を持つ棒又はアンテナの形をと
るアイロンのためのコードガイドは、知られている。これらコードガイドは全て、板の上
の持ち上げられた位置においてコードを支持し、それによりアイロン台の表面とコードの
全ての接触を略防止するよう構成されている。しかしながら、このタイプのコードガイド
は、板及び該板の上に置かれた衣類の両方からコードを離すよう保つが、板上のアイロン
から、その上に置かれたアンテナの端におけるループ又は開口へと、コードが上向きに延
在する必要があるため、アイロンがけの間にコードを自由に滑動できるようには一般にで
きない。それ故、アイロンがアンテナから離れる前向きにアイロンがけされている布の上
を動かされているとき、該ループ又は開口を通ってコードは自由に滑動するが、コードは
該ループ又は開口を通って引っ張られ、アンテナから吊り下がるコードの重量は、アイロ
ンがアンテナに向かう方向に戻されているときに、該ループ又は開口を通ってコードを引
き戻すには十分ではない。逆に、コードは単に留まるか又は曲がりアイロン台の面の上で
留まる。コードの自由な動きを制約することに加え、棒又はアンテナ型のコードガイドは
一般にかさばり、最終的にはコードとループ又は開口との間の比較的高いレベルの摩擦に
よってコードに摩耗を引き起こす。上述したタイプの典型的なコードガイドは、米国特許
出願公開US3,473,767より知られている。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　コードとアンテナとの間に相対運動がないか又は殆どないように、アイロンのコードが
装着されたアンテナを持つ装置もある。その代わり、該アンテナは、弾力性を持つ柔軟な
材料からつくられ、該アンテナは、板の上において比較的真っ直ぐな又は張られたコード
を保つ目的で、該機器の前方への動きに応じて、アンテナ上を引っ張るコードによって曲
がる。しかしながら、このことは、板の限られた領域においてしか機能せず、アイロンと
アンテナとの間のコードの固定された長さが、数分毎に再調節される必要がある。ユーザ
はまた、アンテナの弾力性による抵抗又は後向きの引っ張りを体感し、特に延長されたア
イロンがけの期間の間に不快感を引き起こし得る。
【０００６】
　上述した問題に加え、全てのアンテナ型の装置は、一般的にかさばりコストが掛かるも
のである。
【０００７】
　他のタイプの衣類ケア装置は、米国特許出願公開US20050132761A1又はカナダ国特許出
願公開CA2416078A1から知られたもののようないわゆるハンドヘルド型スチーマであり、
例えば、該機器と一体化されていても良いし一体化されていなくても良い又は該機器の一
部を形成していても良い支持部又は台に衣類又は布が吊り下げられている間に、いずれか
の方向において該衣類又は布からしわを取り除くために用いられるものである。カナダ国
特許出願公開CA2416078A1は、ハンドヘルド型スチーマが、手で保持される筐体を有し、
蒸気がけされる衣類に筐体から蒸気を射出するためのノズルを持つ、装置を開示している
。該筐体は、水槽、ポンプ及び蒸気生成器／加熱器を含む。該機器に電力を供給するため
、該筐体から給電コードが延在する。この種の機器は一般に、該機器自体の一部を形成す
るものではない支持部から衣類が吊り下げられているときに、該衣類に蒸気を当てるため
に、又はカーテンが吊り下げられているカーテンレールから該カーテンを取り外すことな
く該カーテンに蒸気を当てるために、用いられる。米国特許出願公開US20050132761A1は
、基部ユニットを含む他のタイプのハンドヘルド型スチーマを開示している。柔軟なホー
スが、基部ユニットから、蒸気の射出のためのノズルを持つハンドヘルド型筐体へと延在
する。筐体が蒸気生成器／加熱器を有するが、槽が基部内に含まれ、柔軟な管が水を筐体
内の蒸気生成器に供給する、他の装置も知られている。代替としては、槽及び蒸気生成器
／加熱器の両方が基部に装着されても良く、この場合には、蒸気が柔軟な管を介して筐体
に供給される。該筐体は、蒸気を筐体に吸い込み、凝縮体を柔軟な管を介して基部内の槽
に戻すための、吸引ファンを含んでも良い。
【０００８】
　以上に説明されたタイプのハンドヘルド型スチーマを用いると、筐体は一般に、アイロ
ン台とともに従来のアイロンを用いる場合のように横方向ではなく、上下方向に動かされ
る。しかしながら、このタイプの装置を用いる場合でも、該機器から吊り下がるコード又
は管が邪魔になり得る。
【０００９】
　本発明の目的は、上述した問題をかなり軽減又は克服し、従来のガイドよりも効果的に
コードの動きを制御及び管理する、衣類ケア機器のコードの動きをガイドするための装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、ハンドヘルド型衣類処置機器の使用の間、前記機器から下向きに垂れ
下がる該機器のコードをガイドするための装置であって、前記装置は、前記衣類処置機器
のコードを滑動可能に受容する通路を持つガイド管と、前記機器が使用されている高さの
近くに又は該高さよりも下に前記ガイド管が位置するよう前記ガイド管を支持部に装着す
るための装着部と、を有し、前記ガイド管を通り前記ガイド管の下に垂れ下がるコードが
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、前記機器と前記ガイド管との間に延在する前記コードの上部が、前記装置に向かう及び
前記装置から離れる前記機器の動きの間、略真っ直ぐな又は張られた状態のまま保たれる
よう構成された、装置が提供される。本発明の装置のガイドは、コードの動きを制御及び
ガイドし、支持部、処置されている衣類、又は該機器のユーザに対しコードが邪魔になる
又は擦られることを防止する。
【００１１】
　理想的には、該ガイド管の通路を通って延在するコードは、該管を通っていずれの方向
にも自由に動くことができる。該衣類ケア機器がアイロンであり、該装置がアイロン台に
装着される場合には、ガイド管を通って延在するコードは、アイロンがけが実行される面
に略直角に延在する方向に自由に動くことを可能とされる。該コードは、該ガイド管を通
って下向きに延在し、そのため該ガイド管の下に自由に吊り下がるコードの重量が、該ガ
イドと該機器との間にあるコードの部分を引っ張り、それにより該コードを真っ直ぐに又
は張られた状態に保ち、該機器が動かされる端又は面にコードがないように保つ。斯くし
て、該ガイドの下のコードの部分は、該ガイドに向かう又は該ガイドから離れる該機器の
動きに対応して、長くなったり又は短くなったりする。該コードは、該ガイド管の上端を
通って、該機器から該ガイド管へと延在する。好適には、該ガイド管の上部開口は水平で
あるか、又は、アイロンがけ面の上であり且つ該機器のコードの装着の点よりも下に限ら
れた程度だけしか延在しない。該ガイド管の上端の好適な高さは、該機器が動く板又は面
の端にコードがないように維持するため、５ｍｍと５０ｍｍとの間である。
【００１２】
　幾つかの好適な実施例においては、該ガイド管は、装着部に対して旋回することができ
るよう、該装着部に枢動可能に装着されても良い。ユーザがアイロンを前方に、即ち該ガ
イド管から離れる方向に動かした場合、その結果の枢動軸のまわりの該ガイド管とコード
との間の摩擦力のモーメントは、該ガイド管と供給口との間のコードの吊り下がり部分の
重要のモーメントよりも大きくなり得る。このことは、ガイド管が、アイロンの特定の位
置、及び該ガイド管と供給口との間において下向きに吊り下がるコードの重量に対して、
瞬間的な平衡位置に到達するまで、枢動軸のまわりにガイド管が回転することに帰着する
。それ故、該ガイド管の回転は、該コードが、該ガイド管を通る最も自然な経路を辿るこ
とを可能とし、それにより該コードとガイド管との間の摩擦を最小化し、アイロンとガイ
ド管との間のコードの部分を略張られた状態に保つ。この張力は、該機器の戻りストロー
クの際に、即ち該機器がガイド管に向かう方向に動かされたときに、コードがガイド管を
通って戻るように落ちる原因となり、アイロン台の面の上又はアイロンがけされている衣
類の上においてコードが巻かれ又は捻じれて残らない。該ガイド管が通る通路の全長は好
適には、柔軟性のような該コードの特性に依存して、５ｍｍよりも大きく、１５０ｍｍよ
りも短い。それ故、ガイド管を装着部に枢動可能に装着することにより、コードに対して
もたらされるガイドは更に拡張及び改善され、ガイド管とコードとの間の摩擦が低減され
る。
【００１３】
　好適な実施例においては、該ガイド管は、略円筒形の構成のものである。該ガイド管は
更に、スロットを通した開口へのコードの挿入を可能とする、長さ方向に沿って延在する
スロットを持っていても良い。
【００１４】
　該ガイド管は、スロットを通した該ガイド管へのコードの挿入を容易化するため、弾力
的に変形可能な材料から形成されても良い。
【００１５】
　該ガイド管における開口は、一方の端又は両端において外向きに広げられても良い。こ
のことは、コードが該ガイド管に入るときに鋭く曲がる代わりに、該ガイド管を通して滑
動する間にコードが大きな曲率半径に追従することを可能とする。
【００１６】
　幾つかの好適な実施例においては、装着部は、解放可能なクランプを有する。該クラン
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プは、ばね付勢されたレバーを持っていても良い。
【００１７】
　該解放可能なクランプは、上部と、少なくとも枢動ピンのまわりに該上部に枢動可能に
装着された下方レバー部と、を有しても良い。このとき、捩りばねが枢動ピンに装着され
、上部に向けた方向に該下方レバー部を付勢しても良い。このことは、該装置が片手で迅
速且つ容易に支持部に装着されること及び支持部から取り外されることを可能とする。
【００１８】
　該衣類ケア機器がアイロンであり、支持部がアイロン台である場合には、該装着部は、
該アイロン台の端部に装着可能であっても良く、それにより該ガイド管が該端に略亘って
延在しても良い。このことは、コードをアイロン台の端部から離隔させ、該板の端部に沿
って横方向に及び／又は該板の端部の上に吊り下がった衣類に対して、コードが滑動する
ことを防ぐ。
【００１９】
　幾つかの実施例においては、該装置は、衣類がアイロンがけされるべき面に隣接したア
イロン台端部に装着可能な滑動レールを含んでも良く、これによりガイド管が該滑動レー
ルと協働して該端部に沿った横方向におけるガイド管の動きを可能としても良い。該滑動
レールは、アイロン台の端部に枢動可能に装着され、動作位置と収容位置との間で回転可
能であっても良い。
【００２０】
　該衣類ケア機器がハンドヘルド型スチーマであり、支持部が蒸気がけされるべき衣類が
吊り下げられた直立柱である場合には、該装置の装着部は、該直立柱に装着部が装着可能
となるように構成されても良い。該装置はこのとき、該柱の長軸のまわりに回転可能とな
るよう変形されても良い。
【００２１】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下に説明される実施例を参照しながら説明され明
らかとなるであろう。
【００２２】
　本発明の実施例は、添付図面を参照しながら、単に例として、以下に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】アイロン台の端部に装着された装置の模式的な側面図を示す。
【図２】アイロン台の端部における装置の配置をより明確に示し、アイロン台の面に配置
されたアイロンから該装置を通ってコードがどのように延在するかを示す。
【図３】コードガイド管及び装着部が、軸のまわりに互いに対して回転することができる
ように、２つの異なる構成要素として形成された実施例を示す。
【図４（ａ）】ばね駆動されるクランプレバーを含む装置の一実施例の斜視図を示し、コ
ードがガイド管のなかの通路に押し込まれるときに通るスロットを持つガイド管を示す。
【図４（ｂ）】図４ａに示された装置の側面図を示す。
【図５（ａ）】ばね駆動されるクランプレバーを含む装置の他の実施例の斜視図を示す。
【図５（ｂ）】図５ａに示された装置の側面図を示す。
【図６】アイロン台の端部に装着可能な滑動レールを含む他の実施例を示す。
【図７（ａ）】動作位置において滑動レールが装着されたアイロン台の端部の模式図を示
す。
【図７（ｂ）】滑動レールが収容位置にある、図７ａに示されたアイロン台の端部を示す
。
【図８（ａ）】ハンドヘルド型蒸気機器の一部を形成する衣類支持台の直立部に装着され
た本発明の一実施例による装置を示す。
【図８（ｂ）】前記装置が装着された図８ａに示された直立部の一部の拡大図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
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　本発明の幾つかの実施例は、アイロンの電気コードがアイロン台の端部に接触すること
を防ぐ装置を提供する。幾つかの実施例は更に、アイロンがけの間にアイロン台の端部に
沿ってコードが横方向に動くことを防止し、さもなければ、コードが自由に動き、アイロ
ンがけされている衣類の上をアイロンが該装置から離れるよう動かされるときに、アイロ
ン台の端部の上にあるコードの長さの割合が増大してしまう。同様に、アイロンが反対方
向に即ち該装置に向かって動かされるとき、コードが該装置を通って戻るように滑動し、
アイロン台の端部の下にあるコードの割合が増大する。コードが該アイロン台の端部に接
触することを防止されるので、該端部の上に吊るされた衣類をコードが擦らない。更に、
該装置は非常に限られた程度しかアイロン台の面から上に突出しないので、該コードはア
イロンから下向きに、コードガイド管を通るようにガイドされ、最小の摩擦で滑動し、ア
イロンが戻されるように動かされるときにも、アイロン板の面上において曲がり又は捩れ
該面上に残ることを防止される。
【００２５】
　本発明の装置はまた、衣類が支持部から吊り下がっている間に該衣類に蒸気がけするの
に用いられるハンドヘルド型蒸気機器から延在するコードに対する幾分かのガイド及び／
又は制御を提供するためにも用いられ得る。この種の機器と共に該装置が用いられる本発
明の実施例においては、該装置は、衣類が蒸気がけのため吊り下げられた台のような支持
部に装着されても良い。該機器から延在するコードはこのとき、該装置を通って下向きに
吊り下がり、該装置が該コードの動きを制御及び制約しつつ、蒸気を衣類に当てるために
該機器が動かされるときに、上下方向に自由に該コードが滑動することを可能とする。
【００２６】
　コード（flex、cord）なる語への参照が為されるが、該装置は柔軟な管の動きを制御す
るために用いられても良く、特に電気コードに限定されるものではないことは、理解され
るであろう。例えば、多くのアイロン及びハンドヘルド型スチーマは、基部からハンドヘ
ルド部への蒸気又は水の通路のための管を持つ。それ故、該装置は、電源コードに加えて
、又は代替として、当該管の動きを制御及び／又はガイドするために用いられても良い。
それ故、「コード」なる用語が請求項で用いられるが、当該用語は、電源コード、導線又
はその他のコードに加え、蒸気又は水の通路のための柔軟な管又は導管をも、範囲内に含
むものと解釈されるべきである。
【００２７】
　アイロン台３の端部２に装着された装置１の模式的な側面図が、図１に示される。装置
１は、２つの主要部分、即ちアイロン台３の端部２を横切るよう示されたガイド管４と、
アイロン台の端部２にガイド管４を着脱可能に装着する装着部５と、から形成される。ガ
イド管４と装着部５とは、互いに対して堅固に装着され又は一体的に形成さえされても良
いが、これらは別個に形成され、ガイド管４と装着部５との間に延在する軸Ｘ－Ｘのまわ
りにガイド管４が装着部５に対して枢動することができるように、互いに対して装着され
、それにより、ガイド管４が、アイロンの位置、及びアイロンがアイロン台３の面３ａの
上を動かされるときにコードが引かれる方向に応じて、動的にガイド管４自体を向けるこ
とができるようにされることが、好適である。
【００２８】
　図２は、アイロン台３の端部２における装置１の位置、並びにアイロン台３の端部２及
び装置１の拡大図を、詳細に示す。本図はまた、アイロン台の面３ａの上に平坦に置かれ
た底板７を持ち、アイロン６からガイド管４を通って延在する開口４ａを通るアイロン台
３の端部の上に延在するコード８を伴う、アイロン６を示し、ここで該ガイド管４は、ア
イロン台３の面３ａの上をアイロン６が動かされるにつれて矢印「Ａ」により示される方
向に装着部５に対して回転することが可能である。図２は、台の面３ａの上に短い距離だ
けガイド管４が突出していることを明らかに示しており、このことは、図示されたアイロ
ンがけの位置にあるときに、コード８が、ガイド管４に向かって及びガイド管４を通って
下方に、アイロン６から下向きに延在することを意味する。当該構成は、ガイド管４に対
するコード８の摩擦を低減させ、アイロンが台の面３ａの上をいずれかの方向に動かされ
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ているときに、より自由にコード８がガイド管４を通って滑動することに帰着する。台３
の面３ａの下においてガイド管４の下端から垂れ下がるコード８の重さは、アイロン６が
装置１に向かう方向に動かされているときに、ガイド管４を通って戻るコード８の動きを
支援する。コード８は、床又は電源コンセントのようなソケットまでずっと下向きに延在
しても良い。電源コンセントは、ガイド管４の下のレベルに位置し、コード８がガイド管
４から下向きに吊り下がっても良い。代替としては、電源コンセントが、ガイド管４と同
じレベル又はガイド管４の上にある場合であっても、コードは依然として、電源コンセン
トに向かって延在する又は上向きにループする前に、ガイド管の端部から下向きに吊り下
がり、該ガイド管の端部から下向きに吊り下がるコードの長さが常に、該機器からガイド
管４の上端へと延在するコードを引っ張るのに十分なものとなるような構成とされ、それ
により、コードの当該部分が略張られ又は真っ直ぐとされたまま保たれて、捩れやループ
をつくることなく該機器からガイド管４へと直接にコードが延在するようにされる。
【００２９】
　図２はまた、ガイド管４が、長さ方向に沿って延在するスロット９を備えることを示す
。コード８は、スロット９を通して開口４ａへと押され得る。好適には、スロット９の幅
は、コード８の幅よりも少なくとも僅かに小さく、スロット９を通してコード８を開口４
ａへと押すために或る程度の力がかけられる必要があるようにされる。ガイド管４が弾力
性の柔軟な材料からつくられ、それにより、コード８がスロット９に押し付けられスロッ
ト９を開き、コード８が元の形状に戻りガイド管４内にコード８を捕捉する前に開口４ａ
へと通過することを可能とすることも想到されるが、コード８自体の柔軟性、及びコード
８がスロット９に押し付けられるときに平らにされる傾向を利用して、コード８がスロッ
ト９を通って開口４ａへと通過することを可能とすることも可能である。スロット９は、
ガイド管４の長軸に平行な方向に延在するものとして示されているが、スロット９は、ガ
イド管４のまわりに円周状に又は螺旋状に延在することも想到され、この場合もスロット
９を通り開口４ａからコード８が抜け出ることを防ぐ。該スロットは効果的にも、開口４
ａ内にコードを保持する一種のラッチとして機能し、一方ではユーザがアイロンがけを終
了するとユーザによって容易に取り外されることを可能とする。他の図示された実施例に
おいては、該スロットは、ヒンジ付きのドア又はカバーであって、該ドア又はカバーが開
けられたときにコードの挿入を可能とし、カバーが閉じられたときにガイド管４の通路内
にコードを保持する、ドア又はカバーを含んでも良い。
【００３０】
　開口４ａは、該開口を通り延在するコードの形状に合致するよう、全体として円筒形の
形状を持っていても良い。該開口４ａはまた、コード８が開口４ａ内を自由に滑動できる
ように、該開口４ａ内に受容されるべきコードよりも大きな直径を持つ。開口４ａはまた
、上端及び下端の少なくとも一方に向かって、外向きに広げられていても良く、これによ
り、コード８がガイド管４を通るときに該コードに対する大きな曲率半径をもたらし、開
口４ａを通るコード８の可動性を更に増大させても良い。
【００３１】
　図３は、ガイド管４及び装着部５が、どのように互いに装着されて、軸Ｘ－Ｘのまわり
のこれらの間の枢動を可能とするかを示す、一実施例の模式的な側面図を示すが、枢動接
続の他の多くの形態も想到され得る。図３の図示された実施例においては、ガイド管４は
、ガイド管４と一体的に形成又は成型されるか又はガイド管４に堅固に装着されたもので
あっても良い、コネクタ部１０を備える。コネクタ部１０は、ガイド管４の両端間の中間
点から、ガイド管４から離れる方向に横方向に延在する。コネクタ部１０は、ヘッド部１
１ａ及び座部１２を備えた、弾力的に変形可能な胴部１１を持つ。装着部５は、ヘッド部
１１ａと穴１３の端とが穴１３を通して押されたときのヘッド部１１ａと穴１３の端との
間の接触により、胴部１１が内向きに変形するような形状及びサイズを持つ穴１３を持つ
。ヘッド部１１ａが穴１３から出ると、胴部１１が外向きに自由にそらされ、ガイド管４
を装着部５に接続する。座部１２は、装着部５における穴１３の直径よりも小さな直径を
持ち、このためコネクタ部１０は、軸Ｘ－Ｘのまわりに回転することができる。他の図示
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された実施例においては、該装着部とガイド管４とは、該装着部とガイド管４との間の枢
動を可能とするねじを用いて、互いに対して結合されても良い。
【００３２】
　装着部５は、多くの異なる形態をとり得る。該装着部の主な要件は、アイロン台の端部
２、支持台、又はその他の何らかの支持手段に、しっかりと堅固にガイド管４を装着する
ことが可能であることである。該装着部がアイロン台３の端部２に装着するためのもので
ある場合、アイロンがけが実行される面の端、アイロンが置かれるトレイの端、又はその
他のアイロン台の端に沿った若しくは端から突出した部分に、装着することが可能であっ
ても良い。それ故、該装着部は、例えば台３又は該台に装着されるいずれかのアイロン台
カバーにいずれの損傷をも引き起こすことなく、種々の厚さのアイロン台３にフィットす
ることができるような、種々のアイロン台に容易に適合可能なものであるべきである。好
適には、装着部５は、いずれかのアイロン台３と用いられるのみならず、アイロン台３の
端部２のまわりのいずれの好適な位置にユーザにより配置され、必要のないときには容易
に且つ迅速に取り外されることができるよう、アイロン台３とは完全に独立したものであ
る。装着部５は、ばね付勢されたレバー、磁石、つまみねじベースのＧ型クランプ、曲げ
応力により把持する形状を持つ柔軟な材料、フック、面ファスナー等を含んでも良い。
【００３３】
　装着部５の好適な形態は、図４ａ及び４ｂを参照しながら以下に説明されるように、ば
ね荷重レバーの形をとる。装着部５は、ガイド管４に枢動可能に装着されるものであり、
上部板１４と、軸Ｂ－Ｂのまわりの回転のための上部板１４に装着された下部板１５と、
を有する。捩りばね１６は通常、間に位置するいずれのものをもクランプ留めするよう互
いと密に閉じた上部板１４及び下部板１５を付勢する。該装置を用いるため、ユーザは、
ばね１６によりかけられる捩りに抗して上部板１４から離れるように（即ち矢印Ｃにより
示される方向に）下部板１５を回転させ、上部板１４と下部板１５との間において、アイ
ロン台３の端部２に該装置を配置する。下部板１５が離されると、上部板１４に向けて跳
ね戻り、上部板１４と下部板１５との間において、アイロン板３の端部２を把持する。捩
りばね１６の強度は、激しいアイロンがけの間でさえも、該装置が適所にとどまり、尚且
つ、アイロン台３の端部２にから容易に完全に取り外され得るように及び／又はアイロン
がけの間にユーザの必要に応じて再配置され得るように、選択される。
【００３４】
　代替の実施例が、図５ａ及び５ｂに示されている。当該実施例は、ガイド管４が上部板
１４と一体的に形成されており、ガイド管４が装着部に対して枢動できないため、これま
での実施例の機能に対して僅かに妥協を呈している点を除いて、図４ａ及び４ｂの実施例
と類似している。しかしながら、当該実施例は、以上に示したコードの取り扱いにおける
問題に対処するものでありつつ、少ない部品のみを持ち、より低い製造コストしか要さず
、潜在的に増大した堅固さを持つ。
【００３５】
　図５ａ及び５ｂに示されるように、装置１７は、ガイド部１８及び上部クランプアーム
１９を有する、一体的に形成された本体を有する。一対の翼部２０が、上部クランプアー
ム１９の反対側の端から延在し、下部クランプアーム２４と一体的に形成された突起２３
を通って延在する車軸２２を受容するためこれら翼部の各々を通る整合穴２１を持つ。図
４ａ及び４ｂの実施例と同様に、上部クランプアーム１９に対する下部クランプアーム２
４の動きを制御するため、捩りばね（図示されていない）が備えられる。下部クランプア
ーム２４は延長部２５を持ち、ガイド部１８の上端は網部２６を持つ。ユーザは、親指を
網部２６の上に置き、１本以上の他の指を延長部２５に置いて、押し込むか又はつまんで
下部クランプアーム２５を閉位置から開位置へと（図５ｂにおける矢印Ｄの方向に）枢動
させ、それにより、装置１７の操作、及びアイロン台３の端部２に対する装置１７の装着
及び／又は取り外しを、容易にすることができる。同様な網部及び延長部が、クランプを
開くためユーザがつまむ動きを利用することを可能とするために、図４ａ及び４ｂの実施
例にも備えられても良い。
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【００３６】
　図６、７ａ及び７ｂを参照しながら、更なる実施例が説明される。本実施例においては
、装着部５が、アイロン台３の端部２に沿って装着される滑動レール３０に置き換えられ
る。ガイド管３１は、滑動レール３０に滑動可能に受容されるローラ３２を持ち、ガイド
管３１は、回転が可能であるだけでなく、滑動レール３０内でアイロン台の端部２に沿っ
て横方向（図６における矢印「Ｅ」の方向）に滑動することも可能となる。レール３０は
、ローラ３２との摩擦を低減させるような滑らかな面を持ち、ガイド管３１は、滑動レー
ル３０に沿って自由に滑動できる。
【００３７】
　滑動レール３０は、ねじ又はその他の何らかの従来の手段を用いて、アイロン台の端部
に装着されても良いが、アイロン台３の端部２にヒンジ接合され、使用されていないとき
にはアイロン台３の下の収容位置へと下向きに枢動しても良い。図７ａは、動作位置にお
けるアイロン台３の端部に装着された滑動レールを示し、図７ｂは、アイロン台３の下の
収容位置へとヒンジ３３のまわりに枢動された後の滑動レールを示す。滑動レール３０は
、動作位置に保持するための留め具を備えても良い。例えば、磁石を用いて適所に保持さ
れても良い。
【００３８】
　図６及び７の実施例は、ガイド管３１が、アイロン台３の端部に沿って並進運動できる
とともに、ガイド管３１を通るコードの動きの方向に対して略直角に延在する軸のまわり
に回転することができるため、コードの柔軟性を更に向上させる。
【００３９】
　本発明の実施例は、アイロン台が木でできているか金属でできているかにかかわらず、
あらゆるタイプのアイロン台に適用可能である。
【００４０】
　衣服がハンドヘルド型スチーマを用いて蒸気がけされている間に該衣服を吊るすために
用いられる台のような、支持台に該装置が装着されるべき場合には、該装置は、図４又は
５に示されたものと類似する形態をとっても良いが、通路の長軸は、垂直に向けられた台
にクランプするため、上側及び下側クランプアームに対して９０度の角度で延在すること
となる。例えば、該支持台が垂直に起立している場合、該装置は、直立部のまわりの円周
方向に枢動することが可能であっても良い。ハンドヘルド型のスチーマ機器３５が図８ａ
に示され、蒸気生成アセンブリ（図示されていない）を含む基部３６を有する。柔軟なホ
ース３７が、基部３６から、該ホースの自由端におけるハンドヘルド型ノズル３８まで延
在する。直立部３９が基部３６から延在し、蒸気がけされるべき衣服４０が該直立部３９
に吊るされることができる。本実施例においては、本発明の装置４２の装着部材４１は、
直立部３９の一方に装着され、ホース３７は、ガイド部材４３を通過する。ノズル３８が
、該機器３５に支持された衣類４０の上を通ると、ホース３７がガイド部材４３を通して
垂直方向に滑動し、ユーザから快適に離れた状態を保つ。該柔軟なホース３７は、該スチ
ーマの構造に依存して、水若しくは蒸気を担持しても良く、電気コードであっても良いし
、又はこれらの組み合わせであっても良い。
【００４１】
　図８ｂは、装置４２が装着される直立部３９の部分の拡大図を示す。装着部材４１は、
図８ｂにおいて矢印「Ｓ」により示されるように、該部材が装着される直立部３９の軸の
まわりに旋回できるように構成されても良い。代替としては、装着部材４１は、直立部３
９に対して固定された位置にとどまっても良く、ガイド部材４３が、直立部３９のまわり
の方向に装着部材４１に対して動くよう、装着部材４１に装着されても良い。
【００４２】
　「有する（comprising）」なる語は他の要素又はステップを除外するものではなく、「
１つの（a又はan）」なる不定冠詞は複数を除外するものではないことは、理解されるで
あろう。特定の手段が相互に異なる従属請求項に列挙されているという単なる事実は、こ
れら手段の組み合わせが有利に利用されることができないことを示すものではない。請求
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項におけるいずれの参照記号も、請求の範囲を限定するものとして解釈されるべきではな
い。
【００４３】
　請求項は特徴の特定の組み合わせに向けたものであるが、本発明の開示の範囲は、いず
れかの請求項において現在請求されているものと同一の発明に関するものであろうとなか
ろうと、また本発明が軽減するものと同一の技術的課題のいずれか又は全てを軽減するも
のであろうとなかろうと、明示的若しくは暗黙的にここで開示されたいずれの新規な特徴
若しくは特徴の新規な組み合わせ、又はその一般化をも含むことは、理解されるべきであ
る。本出願人はここで、本出願又は本出願から導かれるいずれかの更なる出願の手続きの
間に、斯かる特徴及び／又は斯かる特徴の組み合わせに対して、新たな請求項が作成され
得ることを注記しておく。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４ａ】
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【図５ａ】

【図５ｂ】

【図６】

【図７（ａ）】

【図７（ｂ）】

【図８ａ】
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